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日時・サーキット 2025年3月6日（木）〜9日（金）鈴鹿サーキット

ドライバー #2 荒尾創大、#3 三井優介

監督 下山征人

リザルト

■3/6（木）専有走行（天候：曇り／路面：ドライ） 
＜#2 荒尾創大＞1回目：3番手（1‘51.506）、2回目：6番手（1'51.690）
＜#3 三井優介＞1回目：4番手（1‘51.548）、2回目：7番手（1'51.967）

■3/7（金）専有走行（天候：曇り／路面：ドライ ）
＜#2 荒尾創大＞3回目：7番手（1‘51.744）、4回目：3番手（1'51.226）
＜#3 三井優介＞3回目：11番手（1‘52.266）、4回目：11番手（1'52.194）

■3月8日（土）第1戦／第2戦公式予選（天候：曇り／路面：ドライ）
＜#2 荒尾創大＞第1戦：4番手（1‘52.018）、第2戦：3番手（1'50.731）
＜#3 三井優介＞第1戦：7番手（1‘52.927）、第2戦：10番手（1'52.477）

■3月8日（土）第1戦決勝レース（天候：曇り／路面：ドライ）
＜#2 荒尾創大＞8位
＜#3 三井優介＞5位

■3月9日（日）第2戦決勝（天候：曇り／路面：ドライ）
＜#2 荒尾創大＞11位
＜#3 三井優介＞7位

■3月9日（日）第3戦決勝（天候：曇り／路面：ドライ）
＜#2 荒尾創大＞7位
＜#3 三井優介＞6位
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2025年から全日本スーパーフォーミュラ・ライツ選手権に

参戦することになったDELiGHTWORKS RACINGにとって、

いよいよ初陣となるレースウイークがやってきた。これま

で、全国各地のサーキットで参戦に向けた準備を進めてき

たチームだが、スーパーフォーミュラ・ライツ公式のレー

スウイークは初めてだ。迎えた第1大会の舞台は、三重県

の鈴鹿サーキット。世界屈指のドライバーズサーキットで

もある。今季、シリーズは開幕前の合同テストが行われな

かったことから、予選を前に3月6日（木）から2日間4回の

専有走行が行われた。 

チームは今季、ライツ2年目となる荒尾創大と、初参戦と

なる三井優介のふたりを擁し参戦する。第1大会には

DELiGHTWORKS RACINGのアドバイザーとして松下信治

が帯同。ふたりに助言を行いながら、曇り空のもとスター

トした3月6日（木）からの走行をこなしていった。走り出

しの1回目は、荒尾が1分51秒506を記録し3番手。三井が1

分51秒548で4番手につけた。ただ、荒尾がフロアにダメー

ジを負ってしまうなど、決して調子が良いわけではない。

さらに午後2時30分から行われた専有走行2回目では、三井

に思わぬアクシデントが襲いかかった。Astemoシケイン

で他車を先行させようとした際に接触。車両にダメージを

負ってしまった。「不用意なクラッシュでした」と三井に

とっては走行時間も減り、リズムも崩してしまった。荒尾

はこのセッションでは、昨年にもトライしたあまり良くな

い傾向のセットを確認したこともあり1分51秒690で6番手。

三井は調子を崩し1分51秒967で7番手で終えた。

明けた3月7日（金）の鈴鹿は晴天に恵まれ、2回のセッ

ションが行われた。荒尾は少しずつ調子を戻していたが、

3回目、さらに午後の4回目も赤旗中断が多数発生。タイム

を出し切れていないドライバーも多く、順位はやや分かり

づらいところもあったが、「最後には調子を上げることが

できたので、公式予選に向けてはポジティブに終えること

ができました」と荒尾が1分51秒226を記録し、3番手まで

ポジションを戻した。

一方三井は、「1回目までは良かったですが、2回目のク

ラッシュから自分でも立て直せず、タイムも上げられませ

んでした。荒尾選手ともタイムが離れてしまったので、原

因を追及しないといけませんね。課題がまだまだありま

す」とこの日は両セッションとも11番手。公式予選に向け

た練習は多数行っていたが、セットアップ改善が急務と

なった。  

チーム初陣となる鈴鹿開幕戦で奮闘

予選では荒尾がポール目前の快走、決勝では三井が5位・6位入賞でポイント獲得
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いよいよ迎えた3月8日（土）は、午前8時30分から10分間

ずつ第1戦／第2戦の公式予選が行われた。スーパーフォー

ミュラ・ライツはオーバーテイクがしづらく、予選順位と

スタートが大きく勝敗を分けることになる。

荒尾は「専有走行で一発は出るようになっていました」と

まずは1分52秒018というベストタイムを記録。第1戦では

4番手につけると、インターバルの間に車両を調整。第2戦

の予選ではチェッカーに向けてアタックを展開していった。

ここで荒尾は、1分50秒615というタイムを記録し、タイミ

ングモニターの最上位に躍り出た。チーム初のポールポジ

ション獲得か……と沸き立ったが、荒尾のベストタイムは

走路外走行があったとして抹消されてしまった。ただ、そ

れでも3番手。表彰台を狙える位置につけた。

三井は「第1戦の予選は自分としても乗れていなかったで

すし、クルマもうまく合わせられない部分がありました。

第2戦の方が自分の感覚は良かったのですが、まわりがさ

らにタイムも伸ばしていたので、結果的に沈んでしまいま

した」と、第1戦は7番手だったが、第2戦ではさらに順位

を落としてしまうなど、初めてのスーパーフォーミュラ・

ライツの予選に苦戦を強いられた。

公式予選終了からわずかなインターバルで迎えた第1戦の

決勝レース。曇り空のもとスタートが切られたが、4番手

の荒尾はまさかのエンジンストールを喫してしまい、11番

手までポジションを落としてしまった。

逆に抜群のスタートを決めたのが、もともとスタートを得

意としていた三井。一気に7番手から4番手まで浮上してみ

せた。「念入りにスタート練習をしていたのですが、その

イメージがハマりました」と表彰台をうかがう位置につけ

る。

ただ、2〜3周ほどはトップ3を追撃していたものの、タイ

ヤが苦しくなり、後方から#51 ザック・デビッドが迫って

きた。「鈴鹿の走らせ方やエアロの使い方は分かっていま

したが、それでも太刀打ちできませんでした」と12周目に

デビッドのオーバーテイクを許し、5位でチェッカー。そ

れでも初レースでの入賞を果たしてみせた。

一方、荒尾はスタートで遅れたものの、ロングランのデー

タを集めるべくレースを進めていった。「かなりキツい状

況でした」と決勝ペースについては課題を抱えることに

なったが、最後まで追い上げをみせ8位でフィニッシュし

た。
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一夜明けた3月9日（日）は、午前8時20分から第2戦の決勝

レースが行われた。この日の鈴鹿は晴天で、朝日に照らさ

れながらスタートを迎えた。この日は3番手からしっかり

とスタートを切った荒尾は、3番手をキープしオープニン

グラップを終えた。

2周目、2番手を走る#38 小林利徠斗がトラブルでスローダ

ウンを喫したことで、荒尾は2番手に浮上。レースはセー

フティカーランとなったが、5周目のリスタート時、荒尾

はトップを走る#35 佐野雄城の背後にピタリとつけ、リス

タートでのオーバーテイクを狙った。

ただ「ブレーキでペースを合わせていたのですが、熱が入

りすぎてしまった」とブレーキロック。佐野選手を避ける

べくAstemoシケインの進入で姿勢を乱し、アウトにコー

スアウトを喫してしまった。ポジションを落とし、さらに

セーフティカー中のコースアウトでペナルティをとられて

しまう。結果は11位と、荒尾にとっては悔しい結果となっ

た。

三井は10番手からスタートを切ったが、わずかにホイール

スピン。さらに、前の車両がストールを喫していたことで

大きなポジションアップはならなかった。レースペースも

改善はみられていたものの、スーパーフォーミュラ・ライ

ツならではのダウンフォースの抜けなどにも苦戦。7位で

フィニッシュすることになった。

第2戦からわずか4時間弱のインターバルで迎えた第3戦は、

晴天で気温も上昇するなかで迎えた。このレースは第1戦

の結果でグリッドが決まっており、三井は5番手、荒尾は8

番手からスタートすることになった。

三井はここでもスタートを決めると、1周目に4番手に浮上

してみせた。ただ、2〜3周目が過ぎるとやはりここでも

トップ3とは少しずつ間隔が広がってしまい、逆に三井の

後方には、荒尾を含む7台の集団が形成された。

この順位を守るべく、三井は第2戦で得られた教訓を活か

しながら、抜かれまいとラインをコントロール。防戦一方

となってしまうも奮闘をみせた。ただ5周目、6周目と相次

いでポジションを落としてしまい6番手となってしまう。

レース終盤、三井の背後につけたのは荒尾。チームメイト

同士の戦いとなったが、チェッカーまで順位が変わること

はなく、三井が6位で1ポイントを獲得。荒尾は7位でフィ

ニッシュした。
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■#2 荒尾創大

専有走行から苦戦することになりましたが、一発のスピードについては、誤魔化しながら速さ

をみつけて予選に臨んだ状態でした。実際のクルマのメカニカルグリップや自分自身の速さな

どは、まだまだライバルたちに負けていると思っています。公式予選ではポールに繋がらな

かったとはいえ第2戦でトップタイムを獲ることはできたものの、スリップストリームなどで

稼げていただけでした。僕たちのチームはまだ単独のペースとしては負けているところが多い

ので、チーム全体として改善しなければと思っています。その中で三井選手はポイントも獲れ

ていますが、僕は前にいたのに台無しにしてしまったので残念に思っています。今後、余裕を

もってレースを戦えるようパフォーマンスを上げていきたいと思っています。

■#3 三井優介

最初は木曜から金曜まで7時間走行があったので少し驚いていたのですが、終わってみれば

あっという間でしたね。すべてにおいて衝撃を受けるスーパーフォーミュラ・ライツでの初め

てのレースウイークでした。10分間の公式予選も驚きでしたし、身体の使い方やレースウイー

クの組み立て方、またレースのときのダウンフォースの使い方、セットアップ等々、すべてに

おいて発見と驚きで、あっという間にレースウイークが終わったような感覚でした。その中で、

第1戦で2ポイント、第3戦で1ポイントと最低限のポイントを獲得することができました。この

ポイントをシーズン後半戦でしっかり活かせるようにしていきたいですし、次戦もまた頑張っ

ていきたいと思っています。

■レーシングアドバイザー 松下信治

専有走行かららクラッシュがありましたし、三井選手についてはそのクラッシュから、何かし

らクルマに変調があったのかもしれません。週末の初日で大きなミスになってしまったと思い

ます。ただ、三井選手についてはペースがない状況ながら、2回ポイントを獲っているので、

落ち着いたレースをみせてくれた点は評価できると思います。単純にペースがないので、セッ

トアップ含め見直さなければいけませんね。荒尾選手については、速さをみせてくれましたが、

こちらも初日にフロアを痛めたりしていて、スムーズに決められたメニューをこなすことがで

きていませんでした。荒尾選手も同様にペースがライバルに対して苦しいので、こちらも改善

は必要ですね。ドライバーふたりには苦しいドライビングを強いてしまった開幕大会だったと

思います。
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＜本件に関するお問合せ先＞

株式会社ラディオン 松永・下山

〒105-0011 東京都港区芝公園1-3-5 6階

E-mail：motorsports-info@delightworks.co.jp

ディライトワークス株式会社

〒106-6120 東京都港区六本木6丁目10番1号六本木ヒルズ 森タワー20階 https://motorsports.delightworks.co.jp/

@dw_motorsports

@delightworks_motorsports

@DELiGHTWORKSMOTORSPORTS

■チームプリンシパル下山征人

まずは、準備期間わずか3ヶ月という限られた時間の中で、この場に立てたことに対し、関係

者の皆様に心より感謝申し上げます。

今回のレースに向け、2名のドライバーは約1500kmを走り込んだ上で鈴鹿入りし、事前の鈴鹿

テストも順調に終えることができました。その時点では、手応えを十分に感じていました。し

かし、レースウィークに入ってからは、両選手ともリズムを崩してしまいました。

三井は他車との接触、荒尾はスローダウンした車両を避ける際にコースオフし、どちらもマシ

ンにダメージを負う結果となりました。練習では一度も犯さなかったミスが続いたことを考え

ると、要因はメンタル面にあると考えています。ここはしっかりと鍛え直さなければなりませ

ん。その中でも、RD2の予選で見せた荒尾の一発の速さは光るものがありました。また、三井

もペースが厳しい中でクリーンなレースを心がけ、ポジションを守り抜いた点は評価すべきポ

イントです。

マシン全体のレースペースが想定よりも上がらなかった点については、データを改めて分析し、

原因を突き詰めていきます。次戦のオートポリスに向け、しっかりと準備を整え、改善を図り

ます。課題は多いですが、それだけ成長の余地があるということでもあります。チーム全体で

全力を尽くし、一日でも早く勝利を掴めるよう、引き続き努力していきます。
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